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平成 27年度 第 8回 千葉県支部役員会 議事録 

 
日 時：平成 27 年 12月 5日（土）15：30～17：30 

場 所：「きぼーる」13階 会議室 1 

    （公益財団法人 千葉市産業振興財団・千葉市ビジネス支援センター） 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席） 

 □松井 隆支部長、□秋田義一、△秋元英郎、□今住則之、□江藤政継、■河北慶介、 

△川畑真一、△久保康弘、□熊田成人、△桑島英明、□志澤達司、△進藤秀明、□滝沢利治、

△長見 茂、△西田 宏、□花岡善郎、△尾頭 誠、□保坂俊雄、△松本喜義、□水野正勝、

□宮田隆夫、△山下六男、□山本陽一、□和田保久（50音順） 

オブザーバー □井出光夫 

以上、委任状提出者も含め計 23 名（出席 13 名、委任状提出 10 名）の幹事、及びオブザー

バー1名が出席して支部役員会が行われた。 

 

２．議事概要 

［審議事項］ 

（１） 役員会議事録の作成について 

議事録作成書記は花岡幹事、議事録署名人は松井支部長、保坂幹事及び宮田幹事が承

認された。 

（２） 平成 27 年度第 7回役員会議事録の確認（資料 8-1） 

 原案確認し、承認された。 

 

［委員会・チーム活動報告］ 

（１） 関東甲信越地域支部活動状況報告：支部長会議資料（資料 8-2） 

原案を委員長・チームリーダー会議にて審議し、追加・訂正箇所があり修正する。 

支部からの要望事項を追記する。 

会員数が正会員 817名、準会員 214名となった。 

（２） 総務委員会（資料 8-3） 

① 支部メールアドレスの取り扱いについては、総務委員会が広報委員会の案に基づき

「手引き」の形に修正する。 

② 協賛団体は現在 5団体のところ、6団体に入会を呼びかけることを提案する。 

③ 来年度支部予算案について説明があった。 

    収入計 2,810千円、支出計 2,964 千円、経常収支 △154千円 

     収支は繰越額 284 千円を取り崩し 130千円となる。 

赤字解消のため、本部へ地域組織活動費収入を会費の 5%から 6%に増額要求する。 

各チームのパンフレット作成費用増が見込まれるので、印刷製本費を 40,000 とする。 
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（３） 企画委員会（資料 8-4） 

① 平成 27 年度 CPD 実績と予定の一覧表（資料 8-4）を報告。 

予告と 28年度予定（計画中） 

第 32回 28年 1月 30 日 新春講演会・新年交流会 

「高レベル放射性廃棄物の地層処分について」 

第 33回 28年 2月 26 日 講演・見学会 

「トヨタ生産方式で改善を続ける工場見学と同方式についての講演会」 

第 34回 28年 3月 26 日 支援事例研修会 

「支援事例」をテーマに企業に対して支援業務を実施した技術士 4 名の経験とアド

バイス 

     第 35回 28 年 4月    生活の中の電波事情研修会 

                日程:第一候補 4月 16(土) 第二候補 4月 9日とする。 

     第 36回 28 年 5月    技術士試験一次、二次合格者合同講演会・祝賀会 

                日程：5月 14日（土）または 21日(土)で会場確保する 

    特別ＣＰＤ 28年 4月～5月 （産学官連携チーム、企業支援チーム～提案） 

                 助成制度等の説明会 

（４） 広報委員会（資料 8-5） 

① 会報第 2号 Web サイトに掲載 

② 会報第 3号の原稿募集 原稿締切 1月末日、3月末日発行 

③ 千葉県支部パンフレット意見を募集し(期限 12月 15日まで)、確認して最終版とする 

④ 情報管理者は保坂幹事、川畑幹事、熊田幹事、和田幹事の４名を登録申請する 

（５） 活動推進委員会 

 １）産学官連携チーム（資料 8-6） 

   産学官パンフレットを作成 

関係各所へ説明を行った。日刊工業新聞社、千葉市産業振興財団、千葉県商工労働部、

千葉県産業振興センター、 

今後、ちばぎん総合研究所、千葉県加工技術研究会等訪問予定 

 ２）技術相談チーム（資料 8-7） 

    技術士による技術相談日程表配布、 

   パンフレット在庫少なくなったので増刷する。 

  ３）防災支援チーム(資料 8-9) 

① 「船橋市市民活動フェア 2016」出展することが決定した。 

パネル展示： 平成 27年 12月 15日～平成 28年 1月 30日 船橋フェイスビル５Ｆ 

イベント：  平成 28年 1月 30日 11:00～17:00 

②  千葉市との防災協定 千葉市関係部署（防災課、危機管理課）と打合せ 

千葉市は技術士会との協定締結の可能性について検討する。 
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 ４）科学技術・理科教育支援チーム(資料 8-10) 

① 「千葉市科学フェスタ 2015」 10月 10～11日開催 

出展規模 45（団体 30）、利用者数 1日目 5996名、2日目 11,695名 

技術士会出展 6テーマ、参加者 延 9名、 

② 「CCSS フェスティバル 2015」 11月 21日開催 

科学に関する自主研究のポスター発表会（今年で 3年目） 

参加校 千葉市内小中・特支校有志、高校 6校、 

参加数 小学生 28件、中学生 58件、高校生 40件 

技術士会 指導助言者として参加（昨年度から 2回目）9名参加 

③ 「CCSS フォーラム 2015」 千葉市生涯学習センター 12月 19日開催予定  

フェスティバルの後半大会、技術士会は指導助言者として参加 

④ SSH千葉市立千葉高校海外研修報告会 技術士会は講評者として参加 

          2016 年 1月 22日開催予定 

３．その他 

次回第 9回役員会：平成 28年 1月 30日（土）13:00～14:30  きぼーる多目的室 

 

［配付資料］ 

  （資料 8－1）平成 27 年度 第 7回千葉県支部役員会議事録（案） 

  （資料 8－2）（千葉県支部）平成 27年度関東甲信越地域支部活動状況報告 

   (資料 5－3) 総務委員会議事録／千葉県支部平成 28年度予算案 

  （資料 5－4）企画委員会報告 第 8回役員会資料 

  （資料 5－5）広報委員会活動報告／パンフレット改訂案 

  （資料 5－6）産学官連携チーム活動報告 12月 

  （資料 5－7）技術士による「技術相談」日程表 

  （資料 5－8）技術士会事務所当番表（平成 28年 1月～3月） 

（資料 5－9）防災支援チーム活動報告 

  （資料 5-10）科学技術・理科支援チーム活動報告 

   

議事録作成者                 花岡 善郎 

 

議事録署名人（署名捺印）           松井  隆 

 

保坂 俊雄 

 

          宮田 隆夫 

                                                          

以上 

                        


